


































 

台風第９号災害における主な課題と検証項目について（案） 

 

 

１．台風第９号災害に関する課題 

台風第９号による記録的な豪雨により、人的被害を始め広範囲に及ぶ浸水、家屋、河川、道路、農地、 

農業用施設等など甚大な被害を受け、町では災害対策本部を設置し、県・他市町の応援も得て全庁体制の 

もと応急対策に取り組んだが、以下のような課題も明らかとなった。 

 

＜課題＞ 

・町の防災準備体制、災害用資機材の配備、職員参集配備体制  → 町の防災体制に関すること 

・県や他市町からの広域応援体制、救援物資等の募集や配分   → 町と関係機関との連携に関すること 

・被害状況の把握、防災関係機関内の情報共有や避難に関する情報発信   → 災害情報の伝達に関すること 

・避難所の開設、運営                    → 避難所の設置・運営に関すること 

・災害救援ボランティアの募集、受入れ、活動支援       → ボランティアに関すること 

・超過洪水に対する河川整備                 → 河川の整備等に関すること   など 

 

２．国の検証委員会 

     国においても、避難のあり方や災害対応にかかる検証等が以下のとおり行われている。 

      内 閣 府 大雨災害における避難のあり方等検討会 

      消防庁・内閣府 災害時要援護者の避難対策に関する検討会 

      国土交通省近畿地方整備局 局地的豪雨による被害軽減方策検討会 

       

３．検証項目の考え方 

   佐用町検証委員会では、町が行った災害対応に限った検証を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

資料５ 

町の防災体制、町と関係機関との連携に関すること

災害情報の伝達、避難の実施等に関すること 

災害救援ボランティア活動の支援体制に関すること

河川の整備等に関すること 

町の委員会で検証 

国 の 委 員 会 で 検 証



 

 

検証項目と検証の主な視点・考え方について 
 

検証項目 

大項目 中項目 小項目 
主な視点・考え方 

(1)町の防災体制 
ｱ)職員の参集・ 
配備体制・活動

・職員の参集場所、連絡体制、人員配置について 
・災害対策本部体制(本庁と支所の役割分担）、活動について

ｱ)消防団の体制・活動 

(2)地域防災体制・活動 

ｲ)自主防災組織の体制・活動 

・地域における消防団の活動状況について 
・自主防災組織の連絡網、人員確保、町との役割分担について
・役場との連携や情報共有について 
・自主防災組織内の要援護者等の避難対策について 

(3)防災関係機関内
の情報共有 

ｱ)情報管理と伝達体制 
・気象、雨量、水位等の防災情報の把握と共有について 
・関係機関との連絡体制について 

(4)広域応援体制 ｱ)県他市町等の応援
・水道、消防、災害ゴミ対応 
・家屋被害調査など各種応援の受け入れ、設置等の状況について

(5)災害対応に係る 
施設・設備 

ｱ)防災拠点の施設・
防災資機材の備蓄

・災害対応の拠点となる役場の施設整備、防災資機材の状況について
・災害対策にかかる本部施設、設備のバックアップ体制について

１．災害対策本部体制、 
 関係係機関との連携 

(6)支援拠点の運営 
ｱ)救援物資、 
義援金の対応等

・備蓄物資、救援物資の保管場所、配布、搬送路等について
・避難者、要援護者への食料、物資の配布について 
・被災者の心のケア、健康相談について 
・義援金の募集、配分について 

(1)避難勧告等の基準 

(2)避難情報の伝達 

・水防警報、土砂災害警戒の情報と避難判断について 
・避難情報の発信時期、対象地域について 
・防災行政無線等多様な情報伝達手段の活用について 

(3)避難の実施 
<要援護者の避難支援含む> 

・佐用町防災マップ（ハザードマップ）、危険箇所の周知について
・消防団、自主防災組織による避難誘導と避難場所について
・要援護者の把握、優先避難、避難支援について 

２．災害情報の伝達、
避難の実施等 

(4)避難所の設置・運営 

 

・避難所の開設時期、場所、人員体制、設備等について 
・避難者との連絡体制、避難者への情報伝達について 
・避難者の健康管理について 
・避難所の衛生対策について 

３．災害救援 
ボランティア 
活動の支援体制

(1) 災害ボランティア
の支援体制、 
ニーズの把握、
募集、活動支援 

 

・ボランティアセンター設置の時期、場所について 
・町や県との連携、情報共有について 
・ボランティアの募集時期、内容、支援体制について 
・ボランティアニーズの把握について 

 



 

佐用町台風第９号災害検証委員会 議事概要メモ 

日 時：H22年 1月 26日（火）17:00～18:30
場 所：さよう文化情報センター ギャラリー
委 員：室崎委員長、齋藤副委員長、前林委員、宇田川委員（菅委員は欠席）

○室崎委員長挨拶
佐用町検証委員会の委員長の就任にあたり、５つのことを念頭において検証に望みたい

  ①事実に即して客観的に検証すること
  ②亡くなられた方を含め多くの被害が出たという事実を踏まえる
  ③安全あんしんの佐用町の実現のため、建設的検証を行う
  ④協働的に進める（県の委員会と力をあわせて、地域ともコミュニケーションを図りながら）
  ⑤弱点の反省からスタートし、問題点を明らかにしていく
 

災害で亡くなられた方の犠牲に報いるためにも、しっかり検証したい

＜議事概要＞

【被害状況について】
・ 佐用川水位は資料としてまとめているが、それ以外の河川（小河川含む）データも提供願いたい
・ ハザードマップと被害状況図を重ねて表示すること（ハザードマップの有効性を確認したい）
・ 災害時の中枢拠点である役場が浸水被害を受けたので、被害状況や対応したことを確認したい
・ 本郷など、各地区の浸水実績図を提供願いたい
・ 指定避難所の場所、実際に避難した場所（集会所含む）、その浸水状況、避難所の被災状況を確認したい

【検証項目について】
・ 職員の参集状況について資料を作成すること
・ 避難準備の情報や避難勧告発令のために、役場内でどのような協議が行われたか確認したい
・ 車による移動で町外の方が亡くなられている事実、どういう状況で被害を受けたのか確認したい
・ 亡くなられた方の個々の状況を詳しく確認したい
・ 町が出す避難勧告のあり方（町全域ではなく、地域単位で細かく出すことも）を検証したい
・ 町の防災体制について、ハード面とソフト面に分けて検証したい
・ 町検証では、町の責任のある部分をしっかり行うべき
・ 大項目は町（案）のとおり３項目で良い。河川に関する検証は国・県に委ねるべき
・ 高速道路通行止めにより、一般道に流入した車両が佐用町内で被害にあった旅客者の被災を検証項目に加えたい
・ 防災情報の伝達について、避難誘導情報・情報発信エリア・情報の出し方などの実績を検証していきたい
（この部分については地域毎の時系列で確認し、丁寧に検証したい）

・ 町の合併による弊害はなかったか（災害時の職員参集場所、地域性の考慮など）
・ 情報伝達では、地域ごとに情報の発信側と受信側の整理と確認が必要
・ 避難情報の伝達状況、どの避難情報を受けて住民がどのように避難したか具体的に検証したい
・ 地域防災が優れている佐用町での被害であるため、平常時の防災訓練状況についても確認したい
・ 被害の大きかった箇所、前回の水害を教訓に被害の少なかった箇所もある。良かった点と改善すべき点の両面を検証したい
・ 地区別の被害状況を時系列で検証したい
・ 水害時等の危険性を考慮し、どのように事前に避難所を選定すべきか



・ 現行の町地域防災計画、水防計画は良くまとまっている。計画に対し、実際の対応がどうであっ
たか、できなかったことがあればその原因は何か、今後どうすべきか検証したい

・ 災害対策本部が浸水することは想定していなかった。仮に浸水しても、最低限の本部対応ができるよう備えるべき
・ 地域防災計画、水防計画の規定に照らし実際にどうだったのか、何故出来なかったのかを整理
・ 検証の範囲（期間）はあまりに広げると焦点がぼける。応急対応までに絞る。
・ 役場職員も被災者である。職員の参集状況がどうであったのか確認したい
・ 消防団の活動やボランティアの受け入れ、コミュニティなどがうまく機能した。良かった点を発掘して他市町にも発信したい。
・ ボランティアについて、ニーズのマッチングは良くできていたと思う。ボランティアの配分状況
や安全性、衛生面について考えるべき

・ 過去、避難判断水位をどの程度の頻度で突破していたのかを確認したい
・ 各戸に設置されている無線がどう活用されたのか確認したい
・ 防災行政無線の放送内容を確認したい
・ 次の災害に備えて、どうするかを検証すべきで責任を追及すべきではない
・ 復興計画でアンケートをとっているが、そのデータを確認したい。その内容を確認しさらに必要
であれば追加でアンケートを行うことも検討すべき

【ワーキング】
・ ワーキング部会の担当は以下のとおり（室崎委員長は全ワーキングを把握）
① 災害対策本部体制、関係機関との連携・・・・・齋藤委員
② 災害情報伝達、避難の実施・・・・・・・・・・前林委員、宇田川委員
③ 災害救援ボランティア・・・・・・・・・・・・菅委員（前林委員も一部）

・ 次回委員会までに各ワーキング部会を開催し、その結果を次回委員会で報告する

【現地視察、ヒアリング】
・ 被害の大きかった地域を中心に現地調査を実施したい。（どのような状況で避難所へ避難したか）
・ 実際に災害対応にあたった町職員（本庁、支所）からも意見を聞きたい
・ 各地域の自治会長や避難した人等の意見も聞きたい

【その他】
・ 検証項目や内容も多いこと、町が行う検証であるため地域の状況や意見も踏まえて丁寧に行う必
要がある。３月末までのスケジュールにこだわらずに取り組みたい。

・ 新年度の町防災体制にかかることなどは中間報告で対応する。
・ 資料作成は、実際にあったことを記載すべき。ただし個人情報には十分に配慮し、個人攻撃に  
ならないよう資料作成に工夫すべき

【今後のスケジュール】
・ 第二回目委員会は、２月１９日（金）に行う
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